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Ｇ あらゆる暴力について 

 

問 22 あなたは、配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、

元交際相手を含む）から、次のようなことを「されたこと」「したこと」がありますか。以

下の「されたこと」と「したこと」の両方にお答えください。（それぞれについて〇はいく

つでも） 

 

（1）あなたがされたこと 

「されたことはない」が最も高く、60.3％となっています。 

「されたこと」では、「大声でどなられた」が最も高く 11.7％、次いで「傷つくような言葉、人格

を否定されるような言葉など、人権を侵害することを言われた」が 8.8％となっています。 

された相手では、「配偶者（パートナー）」が最も高く 34.6％、次いで「元配偶者（元パートナー）」

が 12.3％、「元交際相手」が 9.8％となっています。 

性別では、「されたこと」の全てで女性が男性を上回っています。 

 

＜全体＞ 

  

  

1.4%

5.7%

4.0%

2.6%

4.5%

3.6%

3.8%

2.8%

11.7%

0.8%

8.8%

1.7%

1.3%

60.3%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生命の危険を感じるほどの暴力をふるわれた

殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、

ものを投げられるなどの暴力をふるわれた

気がすすまないと伝えているのに、

性的な行為を強要された

避妊に協力してくれなかった

「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」

などと言われた

生活費を渡されなかった

交友関係や電話・メールを細かく監視されたり、

外出を制限された

何を言っても長時間無視され続けた

大声でどなられた

無言電話やいやがらせの電話をされたり、

メールやファックスを送られた

傷つくような言葉、人格を否定されるような言葉など、

人権を侵害することを言われた

元配偶者、元交際相手からしつこく

つきまとわれた

その他

されたことはない

無回答

問22（1） あなたがされたこと

( N= 1,209 )
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 （された相手） 

 

 

＜性別＞ 

 

 

34.6%

12.3%

1.5%

9.8%

44.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

配偶者（パートナー）

元配偶者（元パートナー）

交際相手

元交際相手

無回答

問22（1） された相手

( N= 480 )

1.9%

8.5%

5.8%

4.4%

6.6%

6.1%

5.1%

2.9%

15.9%

1.0%

12.6%

2.2%

1.8%

57.2%

12.9%

0.8%

2.1%

1.4%

0.4%

1.6%

0.4%

2.1%

2.5%

6.2%

0.6%

3.5%

1.0%

0.8%

64.9%

22.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生命の危険を感じるほどの暴力をふるわれた

殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、

ものを投げられるなどの暴力をふるわれた

気がすすまないと伝えているのに、

性的な行為を強要された

避妊に協力してくれなかった

「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」

などと言われた

生活費を渡されなかった

交友関係や電話・メールを細かく監視されたり、

外出を制限された

何を言っても長時間無視され続けた

大声でどなられた

無言電話やいやがらせの電話をされたり、

メールやファックスを送られた

傷つくような言葉、人格を否定されるような言葉など、

人権を侵害することを言われた

元配偶者、元交際相手からしつこく

つきまとわれた

その他

されたことはない

無回答

問２ 性別×問22（1） あなたがされたこと

女性（N=684） 男性（N=515）
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（2）あなたがしたこと 

「したことはない」が最も高く、61.5％となっています。 

「したこと」では、「大声でどなった」が最も高く 11.1％、次いで「何を言われても長時間無視し

続けた」以下、いずれも 5%未満となっています。 

した相手では、「配偶者（パートナー）」が最も高く 34.6％、次いで「元交際相手」が 5.2％、「元

配偶者（元パートナー）」が 4.1％となっています。 

性別では、「大声でどなった」で男性 15.0％に対して女性 8.2%と、男性が女性を大きく上回って

います。 

 

＜全体＞ 

  

 （した相手） 

 

  

0.2%

2.1%

0.8%

0.5%

1.8%

0.4%

1.3%

4.1%

11.1%

3.0%

0.2%

0.4%

61.5%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生命の危険を感じるほどの暴力をふるった

殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、

ものを投げるなどの暴力をふるった

気がすすまないと言われているのに、

性的な行為を強要した

避妊に協力しなかった

「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」

などと言った

生活費を渡さなかった

交友関係や電話・メールを細かく監視したり、

外出を制限した

何を言われても長時間無視し続けた

大声でどなった

無言電話やいやがらせの電話をしたり、

メールやファックスを送った

傷つくような言葉、人格を否定するような言葉など、

人権を侵害することを言った

元配偶者、元交際相手にしつこくつきまとった

その他

したことはない

無回答

問22（2） あなたがしたこと

( N= 1,209 )

34.6%

4.1%

1.5%

5.2%

56.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

配偶者（パートナー）

元配偶者（元パートナー）

交際相手

元交際相手

無回答

問22（2） した相手

( N= 465 )
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＜性別＞ 

  

  

2.0%

0.1%

1.0%

0.1%

1.6%

4.7%

8.2%

2.6%

0.3%

0.4%

62.6%

22.1%

0.4%

2.1%

1.7%

1.2%

2.9%

0.8%

1.0%

3.3%

15.0%

3.3%

0.2%

0.4%

60.6%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生命の危険を感じるほどの暴力をふるった

殴る、ける、突き飛ばす、引きずり回す、

ものを投げるなどの暴力をふるった

気がすすまないと言われているのに、

性的な行為を強要した

避妊に協力しなかった

「食わせてやっている」とか「甲斐性なし」

などと言った

生活費を渡さなかった

交友関係や電話・メールを細かく監視したり、

外出を制限した

何を言われても長時間無視し続けた

大声でどなった

無言電話やいやがらせの電話をしたり、

メールやファックスを送った

傷つくような言葉、人格を否定するような言葉など、

人権を侵害することを言った

元配偶者、元交際相手にしつこくつきまとった

その他

したことはない

無回答

問２ 性別×問22（2） あなたがしたこと

女性（N=684） 男性（N=515）
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問 23 問 22 の（1）の行為を受けられた方にお尋ねします。 

そのような行為を受けられてどうしましたか。（〇はいくつでも） 

 

「我慢した」が 41.6％で最も高く、次いで「家族や親族に相談した」が 18.6％、「どこ（だれ）に

も相談しなかった」が 17.2％となっています。 

性別では、「我慢した」が女性 41.5％、男性 40.9％で最も高く、次いで女性は「家族や親族に相談

した」が 22.0％、「友人や知人に相談した」が 21.5％となっており、男性は「どこ（だれ）にも相談

しなかった」が 16.7％となっています。 

「公的機関の相談窓口に相談した」「家族や親族に相談した」「友人や知人に相談した」「加害者が謝っ

てくれたので許した」は女性が男性を大きく上回っています。 

 

＜全体＞ 

 

＜性別＞ 

 

4.4%

2.9%

18.6%

16.8%

7.7%

41.6%

12.0%

17.2%

8.0%

22.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

警察に連絡、相談した

公的機関の相談窓口に相談した

家族や親族に相談した

友人や知人に相談した

加害者から逃げた

我慢した

加害者が謝ってくれたので許した

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

無回答

問23 そのような行為を受けられてどうしましたか

( N= 274 )

4.9%

3.9%

22.0%

21.5%

7.8%

41.5%

14.1%

17.6%

8.3%

20.0%

3.0%

9.1%

3.0%

7.6%

40.9%

6.1%

16.7%

6.1%

28.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

警察に連絡、相談した

公的機関の相談窓口に相談した

家族や親族に相談した

友人や知人に相談した

加害者から逃げた

我慢した

加害者が謝ってくれたので許した

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

無回答

問２ 性別×問23 そのような行為を受けられてどうしましたか

女性（N=205） 男性（N=66）
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問 24 問 23 で「8 どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えられた方にお尋ねします。 

あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか。 

（〇はいくつでも） 

 

「相談するほどのことではないと思った」が 40.4％で最も高く、次いで「相談しても無駄だと思っ

た」が 29.8％となっています。 

性別では、女性は「相談するほどのことではないと思った」が 33.3％で最も高く、次いで「相談し

ても無駄だと思った」「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った」が同じ 27.8％

となっています。男性は「相談するほどのことではないと思った」が 63.6％で最も高く、次いで「自

分にも悪いところがある」が 45.5％となっています。 

「自分にも悪いところがある」「相談するほどのことではないと思った」は、男性が女性を大きく上回

っています。 

 

＜全体＞ 

 

  

17.0%

29.8%

10.6%

10.6%

8.5%

6.4%

2.1%

25.5%

4.3%

2.1%

6.4%

17.0%

40.4%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかった

相談しても無駄だと思った

世間体が悪い

そのことについて思い出したくない

自分が暴力を受けているという認識がなかった

相談したことがわかると仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思った

相談先の担当者の言動により不快な思いをさせられると思った

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った

恥ずかしくてだれにも言えなかった

加害者に「誰にも言うな」と脅された

他人を巻き込みたくない

自分にも悪いところがある

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

問24 あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか

( N= 47 )
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＜性別＞ 

 

  

19.4%

27.8%

11.1%

11.1%

8.3%

5.6%

27.8%

2.8%

5.6%

8.3%

33.3%

11.1%

9.1%

36.4%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

18.2%

9.1%

9.1%

9.1%

45.5%

63.6%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかった

相談しても無駄だと思った

世間体が悪い

そのことについて思い出したくない

自分が暴力を受けているという認識がなかった

相談したことがわかると仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思った

相談先の担当者の言動により不快な思いをさせられると思った

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思った

恥ずかしくてだれにも言えなかった

加害者に「誰にも言うな」と脅された

他人を巻き込みたくない

自分にも悪いところがある

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

問２ 性別×問24 あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか

女性（N=36） 男性（N=11）
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問 25 すべての方にお尋ねします。 

あなたは配偶者（パートナー）など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を

含む）からの暴力（殴る、ける、無視するなど身体的、心理的な暴力）について、相談窓口と

してどのようなものを知っていますか。（〇はいくつでも） 

 

「警察」が 67.4％で最も高く、次いで「市役所の相談窓口」が 31.3％、「民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）」が 23.4％となっ

ています。 

 

 

＜全体＞ 

 

＜性別＞ 

  

5.3%

3.1%

12.3%

67.4%

31.3%

1.3%

23.4%

1.1%

14.2%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者暴力相談支援センター

法務局、人権擁護委員

女性のための総合的な施設

（男女共同参画センター、女性センターなど）

警察

市役所の相談窓口

上記1～5以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）

その他

1つも知らない

無回答

問25 暴力について、相談窓口としてどのようなものを知っていますか

( N= 1,209 )

5.7%

1.8%

15.9%

65.5%

31.3%

0.7%

26.0%

1.3%

14.8%

6.4%

4.7%

4.9%

7.6%

70.7%

31.8%

2.1%

20.0%

0.8%

13.2%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者暴力相談支援センター

法務局、人権擁護委員

女性のための総合的な施設

（男女共同参画センター、女性センターなど）

警察

市役所の相談窓口

上記1～5以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど）

その他

1つも知らない

無回答

問２ 性別×問25 暴力について、相談窓口としてどのようなものを知っていますか

女性（N=684） 男性（N=515）
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問 26 配偶者等からの暴力、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など、暴力をなくすためにはどの

ようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 

 

「子どもの頃から、学校における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を大切にする性についての

教育など）を充実させる」が 50.7％で最も高く、次いで「子どもの頃から、家庭における人権教育（男

女平等、ＤＶ、からだと心を大切にする性についての教育など）を充実させる」が 46.2％、「被害者の

相談窓口や保護施設を充実させる」が 44.8％、「法律・制度の制定や見直しをおこなう」が 43.8％と

なっています。 

性別では、「過激な内容のビデオソフト、ゲームソフトなどの販売や貸出を制限する」は女性が 27.6％

であるのに対し男性が 17.9％と性別により差異があります。 

年代別では、「子どもの頃から、学校における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を大切にする性

についての教育など）を充実させる」がすべての年代において高い割合となっています。一方、「過激な

内容のビデオソフト、ゲームソフトなどの販売や貸出を制限する」は、年代が高くなるほど割合が高く

なっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

  

43.8%

36.6%

44.8%

32.9%

50.7%

46.2%

12.5%

23.2%

3.4%

7.4%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

法律・制度の制定や見直しをおこなう

犯罪の取り締まりを強化する

被害者の相談窓口や保護施設を充実させる

暴力を許さない社会づくりに向けて意識啓発をする

子どもの頃から、学校における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

子どもの頃から、家庭における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

メディアが倫理規定を強化する

過激な内容のビデオソフト、ゲームソフトなどの販売や貸出を制限する

その他

わからない

無回答

問26 配偶者等からのあらゆる暴力をなくすためにはどのようなことが必要だと思いますか

( N= 1,209 )
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＜性別＞ 

 

 

  

44.0%

35.4%

48.7%

35.5%

53.5%

49.4%

12.3%

27.6%

2.9%

7.6%

5.8%

44.1%

38.3%

40.0%

29.7%

47.2%

41.9%

13.0%

17.9%

4.1%

7.0%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

法律・制度の制定や見直しをおこなう

犯罪の取り締まりを強化する

被害者の相談窓口や保護施設を充実させる

暴力を許さない社会づくりに向けて意識啓発をする

子どもの頃から、学校における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

子どもの頃から、家庭における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

メディアが倫理規定を強化する

過激な内容のビデオソフト、ゲームソフトなどの販売や貸出を制限する

その他

わからない

無回答

女性（N=684） 男性（N=515）

問２ 性別×問26 配偶者等からのあらゆる暴力をなくすためにはどのようなことが必要だと思いますか
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＜年代別＞ 

 

  

46.4%

50.0%

35.7%

25.0%

39.3%

32.1%

3.6%

7.1%

3.6%

44.8%

39.9%

36.2%

33.7%

51.5%

47.2%

10.4%

16.0%

5.5%

6.7%

3.1%

50.5%

44.5%

47.0%

33.5%

59.0%

52.0%

8.0%

16.5%

2.5%

4.0%

3.5%

51.2%

41.4%

41.0%

34.4%

50.8%

47.1%

15.2%

24.6%

3.7%

7.0%

3.3%

43.3%

36.4%

52.5%

32.3%

52.5%

50.7%

13.8%

26.7%

4.1%

8.3%

3.2%

37.0%

27.3%

50.0%

35.3%

47.9%

41.6%

15.1%

27.7%

1.7%

8.0%

10.5%

28.9%

22.8%

37.7%

27.2%

41.2%

37.7%

13.2%

32.5%

4.4%

12.3%

21.9%

0% 20% 40% 60% 80%

法律・制度の制定や見直しをおこなう

犯罪の取り締まりを強化する

被害者の相談窓口や保護施設を充実させる

暴力を許さない社会づくりに向けて意識啓発をする

子どもの頃から、学校における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

子どもの頃から、家庭における人権教育（男女平等、ＤＶ、からだと心を

大切にする性についての教育など）を充実させる

メディアが倫理規定を強化する

過激な内容のビデオソフト、ゲームソフトなどの販売や貸出を制限する

その他

わからない

無回答

10代（N=28） 20代（N=163） 30代（N=200） 40代（N=244）

50代（N=217） 60代（N=238） 70代以上（N=114）

問１ 年代別×問26 配偶者等からのあらゆる暴力をなくすためにはどのようなことが必要だと思いますか




